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メンバー：M井（L）、K林、T井、Y本 

行程：7:10三峡パーク駐車場発 →9：40駒ヶ岳→11：40鬼ヶ面山→14：30海谷高地→18：00三峡パ

ーク駐車場 

 

Y本さんの車に乗り合わせ、予定通りの時間に三峡パーク到着。各自車から荷物を下ろし始めた時、

和盛さん曰く、「あっ！テントポール忘れた・・・。」 

本日の予定は収穫したナメコを使ったキノコ鍋で宴会・テント泊予定であるが、どうも先行きが怪しくな

ってきた。なあに、ツエルトで寝ればいいさとか車も併用すれば大丈夫とか、グーテンの面々はみんな

優しいので決して責めない。責めないがチクチクと明後日の方角へ向かって小声で苦情を言う程度であ

る。その気持ちを汲んだ神様がいたのか、登山道を登り始めて僅かのところに無料ロッジを発見。こん

なことってある？というほどいいタイミングで寝場所を確保。以後、安心して歩を進める。 

頸城駒ヶ岳は取り付きから山頂近くまで梯子が何か所か掛かっているような急登の続く山である。山

頂近くまでは１か所ブナハリタケがあった以外は何もなく 9：40山頂着。数名が休憩中であった。山頂か

らは噴煙の上がる焼山や火打山、雨飾山が間近に見える。稜線沿いに鬼ヶ面山も確認できる。小休止

の後、9：53山頂を出発。 

鋸岳方面への下りもかなり急で、ロープや鎖を張ったスリリングな個所もある。11：40鬼ヶ面山山頂を

巻いた先の小ピーク（鬼面岩）に到着。鬼ヶ面山山頂への道はなかったと思うが、先に到着していた３人

連れがわざわざ山頂を踏みに行って、結局戻ってきた。 

 

１０月１８日（土） 頸城 駒ヶ岳～鬼面山-キノコ採り山行- （例会山行） 
 

 

雷鳥沢の地獄谷 
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その後、稜線から海谷高地への分岐点までの間で待望のナメコとムキタケを収穫。量は多くなかった

が取り敢えず今晩の鍋の分は十分に確保した。12：50分岐点から尾根筋を下り始める。先頭を行く和

盛さんが、前回下った道と違うということでナメコの先行きまでも怪しくなってきたが、中間あたりで登山

道左にまずまずの量を見つけ、さらに尾根に戻った登山道右の大きな倒木にびっしりと生えたナメコを

発見。（夢中で写真を撮らなったのが悔やまれ

る。）皆さんそれぞれに満足のいく量を確保し

たのでキノコ鍋が待っていると先を急ぐ。 

しかしながら、海谷高地の河原に降りてから

が本日の山行の核心であった。まずはいきな

りの渡渉で裸足になって冷たい水に痺れなが

ら中洲へ、さらに下っていくとまた渡渉地点、先

のほうもまだまだ渡渉が続きそうなのでそれ以

降は登山靴のまま川の中へ。堰堤の工事中の

箇所では登山道が崩落しており、右岸の尾根

筋へ登ってから再度下山。そして最後に左岸

へ移るところで、渦巻く濁流に渡渉出来ずにと

うとう行き詰ってしまった。 

渡れそうな個所を求めて、あっちこっち右往

左往するがどうにも見つからない。30分もうろうろしただろうか、最後に上部の大岩の続く個所にどうに

か渡れそうなポイントを見つけて、ザイルとシュリンゲ使用でなんとか対岸に渡り切った。ここだけで 1時

間近くを費やした。一時はまたまたビバークかと思ったが、最後はヘッデン下山で何とかキャンプ場に

18:00帰着。真っ暗闇に疲れ切った身体で、これから炊事をする気力もなく風呂に入って帰ろうと相談が

まとまったのはごく自然な成り行きであった。                                M井記 

 

 

 
 

メンバー Ｃ S藤 、途中参加 S木（341） 

行 程： 浅間山荘 8:00→湯の平口 10:20 →シェルター11:00･11:30→前掛け山 11:30 → 

        ×○▲□×12:00→ 記念館 13:00～13:15→浅間山荘 14:30 

 

 降水確率 0.0％、全国的に穏やかな 1日となるでしょう。 

この予報で家に閉じこもる理由は無い。 

以前、長山協記念登山で黒斑山に登ったときに気になっていた浅間山に行くことにした。 

自宅を出る寸前に、財布の中身が二千円しかないことに気がついた。 

 まあコンビニあたりで下ろせばいいかと車に乗り込んだ、三才山トンネル手前のコンビニに入って財布

を出すとキャシュカードが無い、登山用の財布に免許と二千円しか移してこなかった。金おろせないよ、

アハ・ハ 

 三才山トンネル通行券を往復で２枚、それと朝食を購入 残金８５０円。 

８時前に浅間山荘に到着、従業員と遭遇し駐車代金５００円を払う、残金３５０円、ここで頭に浮かんだ

のが、（浅間山荘の入浴料）－（駐車料で割引）＝３００円という数式、従業人に聞いてみると、「駐車頂

いた方は２００円割り引いて」 ‥おお入浴料が５００円として３００円で風呂に入れるぞ、入浴後の牛乳

を我慢すればいいか(^^)v‥  「６００円で入浴できます」  ‥ええぇ‥  

で、駐車場の入り口に一番近いところに車をとめ身支度を始める。 

止まっている車は１０台くらい地味山行では鳳凰三山に次ぐ台数だ、８時近くだしもう最後かなと思って

いたら、次から次と、来るは来るは、あれ何処かで見たような車に何処かで見た様な人が、あれ S木さん

 

１０月２５日（土） 浅間山 （地味に地味山、個人山行） 

海谷高地と大岸壁 
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ではないですか、天気がよいので地元の山に来たとのこと一緒にのぼることになり久々の複数人登山

だ。 

出だしは川沿いの車道を行く３つほど橋を渡ると登山道と車道とに別れる。 落葉松はすでに落葉を始

めており紅葉には少し遅かったようだ、ぎっぱまで少

しずつ高度を稼ぐ、ぎっぱが目前にせまり蛇堀川を横

切る箇所は風向きにより硫黄のにおいがする。にお

いが鼻をつくたびに「オ・俺じゃ無いですよ」とたわい

のない会話する。 

 記念館で大休止の後ぎっぱの過ぎていよいよ浅間

山の斜面にとりつく、遮るものは何もない、夏に登った

ら相当な苦行だろうなと思う。ボタ山のような斜面を登

り切ると前掛け山と本峰との間の平らな場所にでる。

シェルターの前で大休止兼昼食を取り前掛け山に登

る、登ると言ってもほとんどトラバースで前掛け山に着

く。前掛け山から見る景色はすばらしい、独立峰なの

で、足下の平地からから遠方の山並みまですばらし

い展望が楽しめる、地味山登山の中でも登山者数が最高

の訳も納得できる。 

 人が多く落ち着かないので下山する、途中で少し気の引

ける寄り道をして記念館に到着、秋山行必須のリンゴを食

して（前掛け山で食べる予定が展望に気を取られて忘れ

てた）駐車場に向かう、ここから下はあれだけ人がいた山

なのにほとんど人に会わ

なかった、みんなどこに

消えた？。 

 駐車場で S木さんと別

れ帰路につく、コンビニで

レギュラー珈琲を購入し

て残金２００円となる。もしものためにこれは使わずに取っておくことに

する。（200円で何とかなるもしもてなんだよ。） 

まとめ 

 有名な山岳家の馬目氏が以前、「装備を使い果たした山行は気持ちの良い物だ、」と記していたが所

持金を使い果たした山行もまた楽しくも侘びしいものだ。 

 

 
 

Ｌ： S川 K林 U木 H S々木 K藤 

８時００分 幕岩Ｐ→８時１５分幕岩→１６時００分幕岩→１

６：１５幕岩Ｐ 

 

前日に雨が降り、当日も天気が心配されたがこの日は晴

れ。岩場をチェックすると濡れていて登れない箇所もあるが、

日の当たるルートは乾いていた。この日が私にとってのクラ

イマーデビューである。初めは非常に緊張しながら、みなさ

んがウォームアップでナベちゃん（5.8）を登っているのを見

ていた。そして最後に自分の番。ここはクラックが多めで掴

 

１１月 2日(日)  甲府幕岩クライミング （個人山行） 
 

浅間山ぎっぱ 
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む所はあるのだが、どこに足を乗せていいのか分からない。ジムとのあまりの違いに戸惑う私。おかし

な恰好で登りながらそのうち腕もきつくなってきたが、なんとか終了点までは辿り着く。私以外はピリカ

（5.10bc）に挑戦していく。見ている方からするとなぜあんな小さい凹凸に乗れるか不思議でしょうがな

い。そして動物がいっぱい(5.10b)・キノコ狩り(5.10b/c)・ＨＩＶＥ(5.10a)に挑む。しかしいずれもあまり登

れない（汗）いろいろアドバイスをいただくが、体が動かない、乗れないため「無理です！」を連発。こんな

体たらくでヘトヘトになり「岩が楽しい！」という感想は持てませんでしたが、外岩に来られたことは非常

に嬉しく、今後頑張って体の使い方を覚えていきたいと思いました。ビレイリードと全部やってもらい、あ

りがとうございました。今回外岩に登れた（少しですが）のはアートウォールで特に志川さん、Ｋ林さん、

K二さん、K池さんに粘り強く教えていただいたおかげです。非常に感謝しています。 

                                 K藤記 

 

 
 

Ｌ S川  K林 U木  H S崎 K岩 K藤 

８時３０分 東条鳥居→９時００分 岩場 →１５時００分岩場 →１５時３０分 東条鳥居 

 

 この日は松代のニューエリアでクライミング。K林さんが偵察し、

６本ほどルートがあるとのこと。グレードもわからないため、S川さ

んが岩場の中央あたりの杉の木の左のルートからリードしていく。

どうも全体として10a～cくらいではないかとのこと。次々とオンサイ

トする様子は本当にすごい。しかしこの日は本当に寒かった。日が

全然当たらず、午後には体が完全に固まりきってきた。そのせい

か（？）私は前日より多少登れるようになったものの、２ルート目く

らいで腕が悲鳴を上げ心が半ば折れてしまった。試しに１ボルト分

リードもやらせてもらったが、ロープが自分より下にある恐怖感に

負けトップロープでは行けた所が全然上がれない。精神状態とは

恐ろしいものである。S川さんは６本中５本を登りこの日はお開き

に。近くなのでまた暖かいときにリベンジしたいと思います。今回も

ビレイ・リードをしていただきありがとうございました。 

加

                                   Ｋ藤 記 

 

 

 
 

L：K 池   SL：M井 S 水 U 木 H 岡 ＆ カミさん 

長野6:30⇒8:45登山口駐車場→9:30三段の滝→9:50滝の落とし口→10:10二子岩分岐→11:10大岩分

岐→11:45 碧岩→12:30 大岩分岐→12:50 大岩→13:30 大岩分岐→14:20 二子岩分岐→15:15 登山口駐

車場 

 

臼田から田口峠を上州に下り(車酔いに注意)、勧能のＴ字路を右折し「三段の滝入口」の案内板あり、

三段の滝橋を渡ると、駐車場。 

碧岩と大岩はマイナーだが、三段の滝は滝見物に訪れる人も多く、数台であるが駐車場もありトイレ

も完備されている。しばらくは沢沿いの遊歩道？(老朽化し折れたかかった丸太の橋やら木橋の桟板が

朽ちていたりで難義)を進む。何回か渡渉を繰り返し、鉄梯子を登りきって三段の滝に到着。 

 

１１月８日（土) 碧岩 大岩 さすが上州の山、落葉で道迷い！！(個人山行) 

 

 １１月３日（月）  松代林道端クライミング（個人山行） 
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滝見物をして、さて、出発？「あれどっち道がない」

「前に来たときは？」年は取りたくないもの、全然覚え

がありません。正面は滝だし右、左、どっちに高巻き？

うーん・・・ガイドブックをパラリパラリ「右に高巻き？？」

随分と簡単に書いてあるけど右に道らしいもの無し、U

木さんの愛読書「藪岩魂」のコピーも右。そのうち大分

右への斜面を這い登ったM井さんの「あったあった」の

声。なんと云うことのない登山道がイチメンの落葉で覆

われていました、上州の落葉にはくれぐれもご用心。 

滝の右側を高巻きながら滝口を観て、滑りそうな岩

をよじ登り・・・・ン何かおかしい・・藪コギはない筈だ

が・・・・「あれどっち道がない テープもない」 また？ 

そこで植木さんの愛読書「藪岩魂」が、又、活躍「沢沿いで左へ」とある。「ここは沢筋でなく、なんとなく

尾根に向かいそう！！マズイ」 またまた M井さんの「あったあった」の声。何とか沢に摺り下りて渡渉、

向かいの斜面の登山道に。落ち葉でフカフカ状態

の沢沿いを進み渡渉を繰り返し涸れ沢の二子

岩？への分岐。左折し、碧岩・大岩方面へ。ここ

いらあたりから道はしっかりしてくるが徐々に斜面

がきつくなり、土の急登となる。ヒイヒイ言いなが

ら植樹林からのロープにしがみ付き、頑張って稜

線に。左手、杉林の隙間から、碧岩の岩峰が見え

る､フー！。 

大岩への分岐道標から少し下り大きな岩を右に

巻いて、ロープが垂れている碧岩への取付き。こ

こで念の為、簡易ハーネスを装着。岩場は１段目

傾斜も緩く OK。２段目 6～7mはちょっときつい逆

層をやせ我慢して登る。低潅木を潜り抜けると前

方の開けた好展望の碧岩山頂。正面に立岩、左手に荒船山の船首、右手に四ッ又山とラクダのこぶ

の鹿岳。碧岩からなんとなく摺り降りて分岐へ戻り、隣の大岩へ向かう。大岩山頂直下の岩場は高度

感があるが足場もあり慎重に登れば問題なし（鎖やロープは無し）。すぐに山頂に到着。山頂から碧岩

の岩峰が見え、「よくあんな岩山をあがったねーー」   

                                                        クマさん記 

 

 

 
 

メンバー S 藤  

行程：駐車場 7:40-荒菅沢 8:50－笹平 9:50－山頂 10:15～

10:50－笹平 11:05－荒菅沢 11:44－駐車場 12:45  

 

 浅間山から帰って来てから最悪だ。火山ガスを目一杯吸

い込んだわけでもないのに 

咳が止まらない。 

熱はない､食欲はある、頭痛もしない、のに咳が出る、で 11

月初めの連休は棒に振った。 

だから今週はなんとか山に行くことにした。 そうだ雨飾り

 

１１月８日（土）  雨飾山  （地味に地味山、個人山行） 
 

大岩 

碧岩 
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に行こう、また布団ビシを見に行こう、 そうだ何人かに声をかけてみよう、久々に複数人でパーティーを

組んで山に登ろう。 

 当日、雨飾高原で支度をしているのは私一人、世の中うまくいかないものだ。 

 出だしは川沿いの湿地帯みたいな所を行くのだが、木道が埋まっている、以前来たときは木道は埋ま

っていなかったように思うが、土砂が堆積してしまったのかな。 

 湿地帯が終わり、尾根にとりつくと一気に高度を稼ぎ出す。と言ってもすぐに荒菅沢までのトラバース

になる。人気の山も晩秋らしく、前後に 3人しか登山者がいない。岩菅沢までの下りに入るところで先行

の二人が止まっている。見ると一人の登山者が引き返してきた。 

 沢までの下りの道が凍結していて滑り止めがな

いと危険なので引き返してきたとのこと。 

 先行の二人も躊躇しているが、見ればこれは行

けるでしょうのレベルなのだが… 

荒菅沢の徒渉だが、飛沫のかかる石は透明な氷

に覆われている、仕方なく水の中に足場を探る。 

 沢を渡ると一気に高度を上げる、うっすら積もっ

ている雪の足跡から先行者は一人か二人か、低

灌木しかない登山道だから遙か先まで見えるが

先行者は見えない。後続者も見えない、この尾根

に私一人ですか。 笹平に出たらようやく人の声

が聞こえて来た、ざっと 10 人くらいか、すでに下

山を始めている。 

 最後の急斜面を登りきる、山頂は風が冷たい、日も雲に隠れている、防寒着を着込みカップラーメンを

すする。 秋山山行お約束のリンゴが冷たい。火打が思っていたほど白く

ないな、新潟に出て魚食いてー とか考えながらそれでも 30 分以上もい

た。さすがに寒いので下山を開始する。 

 登るときは一人で登った尾根だが下りでは多くの登山者とすれ違った。

積もっていた雪はとけてぬかるんでいる、別の意味で滑りまくりである、荒

菅沢の氷もないし凍結していた道も何ともなくなっていた。 

 あとはひたすら下りるだけ、秋の下山道は何に追い立てられ様に急いで

しまう。 新緑を見ながらゆっくり下りたくなる春とは明らかに違う。まだお

昼なのにそう感じるから不思議だ。 

 

まとめ 

 雨飾はベストシーズンに登ってみたいな。人が多くてそれどころでは無いだろうけど。 

 早く帰りたくなるのは影踏み鬼に捕まらないように急ぐのだ。 と思う秋の夕暮れ 

 

 

 
 

メンバー S藤(462)  

行 程： 駐車場 7:40－艫岩 8:50－山頂 10:30～10:45－艫岩 11:25－駐車場 12:45  

 

 地味に地味山秋山行は、9 月赤石岳・荒川岳、10 月浅間山、11 月雨飾山で今回荒船山、これでア行

五山活用です。 

生徒『先生、どうして四阿山が無いのですか？』 

先生『そうだね、いい所に気がついたね、ＡＫａ石、ＡＲａ川、ＡＳａ間、ＡＭａ飾、ＡＲａ船これでわかるだろ』 

 

１１月１５日（土）  荒船山登山（地味に山行 個人山行） 
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生徒『あ、2 音目の母音がみんなアなんだ、でもそれなら八つの赤岳はどうしたの』 

先生『漢字 3文字にならないのと先生が荒船山に登りたかったからだよ』 

生徒『フーン』と言うわけで荒船山に行ってきました。 

 計画書を作っていると車に乗っている時間の方が、登

山している時間より長いではないか。いやハヤ 

 浅間の時と同じコンビニで三才山の往復分のチケット

を購入する。前とは違い今回は財布の中に札束がぎっ

しり、の訳はないか。 

 土曜日の通勤時間帯だったが予想より早く登山口に

着いた。駐車場は半分くらい埋まっている。予定よりず

いぶん早いのでだらだらと準備をする。 

 団体さんが写真を撮っている横から登山道に入る。し

ばらくすると先ほどの団体さんが両手に持ったをストック

を大きく振り振り、落ち葉を踏みならし、ズッサカズッサ

カとすごい勢いで追いついてきた。先頭のおじさんなど「これが俺の生き様だ」と言わんばかりにきりっと

前を向きズッサカズッサカ脇目もくれず迫ってくる、たまらず道を譲った。 

 一杯水を過ぎてすぐに不思議な看板がある、急な斜面に立っているだが表が空に向かっている。登山

道からは何と書いてあるのか見えないのだ、この謎は

帰りに解こう。ここから岩場っぽいのが始まる。要所に

は、はしごがかかっているから問題ない。荒船の台地に

上がるとほとんど傾斜の無い道となる。しばらく行くと一

カ所下がのぞける場所がある。死亡事故発生と注意書

きもある。シンチャンが落ちたところかな？ 

艫岩の展望台はなかなかのもので無粋な柵や虎ロー

プなどが無いのがいい。ここから山頂まで平坦な道を行

く。途中川が流れている、こんな台地の上でどこから水

が湧き出しているかを確認することにした。笹をかき分

け源流を探しに行くと窪地の泥だめみたいなところが終

点だった。道に戻り山頂へ向かう、山頂へは70mほど一

気に上がる。 

 山頂は木立に囲まれた狭い場所で三角点が無いと道すがら通り過ぎて

しまう様な所だ。 冬型の気圧配置のためか風が冷たく急いで防寒着を着

た。風の中ラーメンを作る気もなくリンゴをかじって山頂を後にする。台地

まで戻れば風も弱く防寒着を脱ぐ、その後展望台でもう一度高度感を満

喫して帰路についた。 

 あの不思議な看板の謎だが、かつての道は現在の道より３ｍほど下を

通っていたらしい、それが一杯水に流れ込む沢により崩れてしまい、今の道ができたと思われる。看板

は×行止とどうにか読める。通行止？無理まずそこまで行けない、だからどうあがいてもそこから先に

は行けない、通行止めにしなくても行けないのだ、なのにわざわざ通行止め？ 謎は深まるばかりだ。

誰か謎を解いてくれ。 などと考えながら歩いていると、この道はしっかり整備されている道だと気づいた、

木道しかり笹もきれいに刈り込まれているし、何よりぬかるんでいないのがいい、雨飾では苦労したから

な。 

駐車場はすでに何台か帰った後だったが、その何倍も道路に縦列駐車している。さすが知名度が高く

登り易い山だけのことはある。就学前と思われる子供が結構登っていたし、最盛期にはどれだけの人が

登っているのかなと考えてしまった。 

 

まとめ 

 登山道から見える艫岩がいい、葉の落ちきった今の季節だからこそ見える景色がある。 

山頂はまあどうでもいい。艫岩が主役でしょう。それに浅間山といい荒船といい佐久の山は人が多い
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な。 

 
 

ＣＬ：S川豊、 D原、Y本、H岡、M下、M井、K林、S木、S崎、U松 

行程：戸隠牧場発 6:05 — 五地蔵山稜線 8:35 — 八丁だるみ 9:20 — 山頂 10:45～11:00 

山頂発 11:45 ― 八丁だるみ 12:35 ― 五地蔵山 13:15 ― 牧場着 15:00  

 

 紅葉の季節が終わり、冬の装いに変わり始めた高妻山へ、急坂の続く弥勒尾根経由での例会山行と

なりました。山頂直下の急登は岩混じりの壁に雪が付き始めていて、登るのに苦労しましたが、突破し

た頂上は、好天気にも恵まれ、北アルプスをはじめ雄大な眺

望に恵まれました。下山はアイゼン歩行の練習も兼ねての下

降になりました。最後の尾根の下降は泥道との苦闘もありま

したが、満足の初冬の山行きとなりました。私にとっても入会

して初めての山行であり記念にもなる、楽しい一日となりまし

た。 

  早朝、厳しく冷え込む中、戸隠牧場の登山口へ向かいまし

た。途中、戸隠中社から奥社の周辺は道路にうっすら雪が載

っていて、スタッドレスタイヤのシーズンになったと感じるほど

でした。牧場へ着いたのはまだ夜が明ける前で薄暗い状態で

したが、出発の準備を進めているうちに次第に明るくなって

いました。 

 準備を整え、１０人編成で山頂を目指し弥勒尾根に取りつ

きます。葉が落ちて見通しのよい尾根上の登山道です。登り

はじめは雪がうっすらと被っているくらいでしたが、１時間ほ

ど登り、標高が１５００ｍを超えるあたりから雪は徐々に深く

なっていきました。急こう配につけられた尾根道の登りは結

構きつく、ついていくのに必死でした。弥勒尾根ルートは、切

り開かれてからまだそれほど年数も経ていないためか、木の

根も多く、滑らないように注意が必要な感じでした。 

 途中２か所ほど傾斜の緩んだところで休憩をとりながら登

り、２時間半ほどでようやく五地蔵山の稜線の一角に着き、

一不動方面からの縦走路に合流しました。 

稜線に出ると目の前に新雪を被った高妻山がその大きな

姿を現しました。縦走路の行く手にはまだいくつかのピーク

が立ちはだかっており、アップダウンを繰り返しながら少しず

つ高妻へ近づいていきます。新雪を踏みしめ、雪山の気配

に浸りながらの登行は疲れを忘れさせる爽快な時間でした。

ようやく八丁だるみに至ると、いよいよ山頂まで続く最後の急

登が目の前に立ちはだかります。積雪も次第に深くなってき

ており３０ｃｍはありそうでした。岩混じりの高妻への直登は

登るにつれ傾斜を増していきます。雪のない季節でもこの急

登は苦しいものですが、真上に見えるダケカンバ（？）の木を目標に一歩一歩登りました。雪と悪戦苦闘

の末、ようやく山頂の一角に登り着くと、西方の視界が一気に開け、北アルプスが目の前に広がってい

ました。しばらく巨岩が積み重なった稜線の上を進み、十阿弥陀を過ぎて、ようやく２３５６ｍの高妻山頂

に到着しました。４時間超を要しました。北アルプスをはじめ、遠く富士山や八ヶ岳、南アルプスも望まれ、

素晴らしい眺望をしばし堪能しました。集合写真も居合わせた登山者に依頼して撮ることができました。

 

１１月１６日（日）  初冬の高妻山（例会山行） 
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思ったほど風も強くなく、山頂ではゆっくりと昼食の時間を過ごすことができました。 

 さて、あとは下山となりますが、山頂直下の急斜面は要注

意ということで、アイゼン装着、ピッケルを持っての冬山訓練

も兼ねた下りとなりました。 

 登りであれほど苦労したところも下るとなると一気に高度を

下げていく感じです。次第に斜面も緩くなって、八丁だるみ近

くまで降りたところでアイゼンは外しました。ここまで下がると

風もなく、気温もそれほど低くなく、いたって快適に歩けま

す。 

 また、この季節では登山者はあまりいないだろうと思ってい

たのですが、単独行の人も含め、数パーティーが入山してお

り、さすが百名山という感じです。 

 前半の登りで体力を消耗した身に、五地蔵までのアップダウンはなかなか厳しいものでしたが、なんと

か尾根への下降点に戻ってきました。あとは一気に弥勒尾根を下るのみです。 

 ところがこのくだりがなかなかの曲者で、朝登るときは、雪を踏んでという感じだったのですが、帰りの

時間帯には、雪はいたるところで溶けて泥道状態になり、滑りやすいなかを、転んで泥だらけにならない

よう注意しながらの下降となりました。 

 鎖場を過ぎ、後半になると、やや泥も落ち着いた状態になってきました。ようやく尾根を下りきって牧場

の一角へ降りたときはすでに３時近くなっていました。百名山のなかでも日帰りの山としては健脚向きコ

ースの１つだそうで、さすがに楽に登頂はさせてはくれませんでした。でも青空のもと新雪を踏みながら

の楽しい初冬の高妻山行となりました。                                            

 U松記 

 

 

 
 

メンバー CL：M井 T島  H部 

21日 6：30白馬集合 9：40ケーブルカーに乗って立山駅出発 10：50室堂着  

11：50雷鳥沢テン場着 13：00テン場出発 周辺を滑って 15：50テン場帰還 

 

まだ荒らされていない斜面で山スキーを満喫するため、激混みが予想される三連休の前日に立山入

りしました。テン泊の荷物のうえにスキーの道具もあり、少しでも楽するために富山側からの入山です。 

9時半頃、立山駅前の駐車場着。思ったより多くの車が停めてあります。狭いスペースに T島さんの大

きな車を停め、美女平行きのケーブルカーに乗り込みました。観光客もそれなりにいて混んでます。美

女平からのバスも満席です。空気は澄み空は抜けるような青空で、これから行く立山の斜面を思うと胸

が高まります。バスは少しずつ高度を上げ、それにつれ

て雪面が表れてきます。 

が、どこまで行っても藪が見えて、室堂に着くまで藪が消

えることはありませんでした。積雪量が昨年に比べてか

なり少ないようです。う～ん、、、快適に滑れるか

な？？？ 

室堂でシールを付けたスキーを履き、雷鳥沢のテン場ま

で移動です。荷物が重くて上手く滑れず、何回か転びな

がらテン場着。北面には一部フワフワのパウダーも残っ

ていて、今日からの滑りに希望が出てきました。 

テントを設営して滑りに出発。ノートレースのきれいな

 

１１月２１～２３日（金～日）  立山 山スキー（例会山行） 
 

雷鳥沢 
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面が残っている雷鳥坂のスキーヤーズライトを目指します。歩いているとかなり湿気が多く重い感じの

雪です。滑っても重い雪で一部モナカになっている部分もあって快適ではありません。日射の当たる南

面はやっぱりダメだ、北面を目指そうと、雷鳥ヒュッテ奥のノートラックのちょっとした斜面を攻めることに

しました。まだ埋まってない川を落ちそうになりながら渡り、20分くらい登ってドロップしました。雪は一部

既に硬くなっていましたが、やわらかい所もありまあまあ。でも短かった。すぐに滑り終わり、雪も硬くなっ

てきたのでテン場に戻りました。夜はアルコールを片手に暖かい鍋を突き楽しく語らいました。 

 

22日 8：00 テン場出発 10：00剣御前着 剣沢の斜面を何本か滑って雷鳥沢を下り 15：50 テン場着 

昨夜はあまり寒くなくぐっすり眠って起きたら 6時を過ぎていました。皆で慌てて起きて準備して 8時前

に剣沢に向けて出発。昨日も歩いた雷鳥坂は多くの人が歩いてトレースがカチカチです。所々シールが

効きにくい個所をあり、クトーくらい持ってくればよかったと思いながら落ちないように必死で歩きました。

稜線が近くなると雪も少なく、最後は板を担いで登り剣御前着。風が強く吹き飛ばされそうになりながら

シールを剥がし、一本目は剣御前のピークからドロップ。見た目きれいで快適な滑りを期待したのです

が、風に叩かれていて硬いバーンでした。 

剣沢周辺はまだほとんど人が入っていないようでノートラック

の斜面が沢山残っていました。良さそうな斜面を探して滑って

登って、を何回か繰り返し、午後になって人も増えきれいな斜

面が少なくなってきた頃、御前のコルに戻りました。雷鳥沢側

に出るといきなり斜面は全面ギタギタです。それでも上から下

まで一気に滑ると気持ち良く大満足な一日を終えました。 

その夜もアルコールを片手に鍋を突き楽しく語らって 21時頃

寝ましたが、寝入った 22時過ぎ緊急地震速報のアラームが

鳴り地面がカタカタ揺れ、T島さんの地震だ！という声で目を

覚ましました。皆すぐにまた寝てしまいましたが、携帯電話の

画面を見ると“長野市で震度６弱の地震”と書いてあります。ええっ！寝ていていいんですか！M井さ

ん！と思いましたがM井さんは良く寝ていたので私もまた寝ました。夜中に気になって何回かニュース

をチェックしましたが、大きな被害は出ていないようなので安心していました。 

  

23日 8：00 テン場出発 9：20室堂発 10：30 立山着 16：00白馬着 

昨日までの晴天と打って変わり、今日は雲が重く垂れこ

み湿った雪が舞ってます。私達は帰るだけなので心おき

なく帰る準備ができました。昨晩の地震の影響で小谷や

白馬の道が通行止めとの情報があり帰る経路を悩みま

したが、状況がよくわからないので下界に下りてから情

報収集をすることにして、朝一番のバスで下山。途中か

ら雪は雨になり山は雲の中に消えました。立山駅で T島

さんが白馬在住の I崎さんに状況を聞いたところ、小谷

の通行止め個所は迂回できると教えていただき、小谷経

由で帰れることになりほっとしました。小谷や白馬の村内

を通りましたが、道すがら特に倒壊した家屋もなく、大し

た被害もなかったのかと安心したのですが、後から私の

知り合いの自宅が壊れて住めなくなったことを知り地震の恐ろしさを改めて痛感しました。  

                               H部 記 

 

      

 

 

 

 

剣岳バックに 

剣沢 
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Ｌ S川豊 K藤 

一の鳥居９：００→山頂１０：５０ →一の鳥居 １３：００ 

 

天気がよく足慣らしに気持ちのよい山行となった。練習も兼ねアイゼン・ピッケル等も持って行ったが

頂上にも雪が全くなかった。川中島に住みながら初めて飯縄に登ったが、こんな手軽で景色もいいとは

知らなかった。                                                 K藤記 

 

 

 

 
 

 

編 集 後 記 
先日、欲しかった山用ラガーシャツをやっと買うことができた。愛用していた初代のシャツが長年の沢や

藪漕ぎでボロボロになり昨年とうとう破れてしまっていた。以来数件の店＆ネットで探し求めていたのだ

けど、イマドキの山ヤ＆山ガールは着ないシロモノ、何それ？と店の人に訊かれる始末。。。山道具に

限らないが、モノは進化し、変わらないものを得るのは難しい時代となりました。１０年位前にクロロファ

イバーのアンダーを求めたけど既に絶品、仕方ないので古いのを 20年ほど大事に使用し続けています。

…こんな私って？                                                ／とっこ 

     

最近、山の頻度は月一ペース、その代わりというのも変だが、背泳ぎができるようになった。 

 ／えりぱぱ 

 

 

『岳都・松本 山岳フォーラム』というのをご存知でしたか？今回で4回目だそうです。11月 29日～30日

に松本市民芸術館で催されていました。開催する数日前に、某病院の医師が山岳ドクターとして、その

フォーラムでセミナー講義するということで知った次第です。私は前日祭で、高山病と遭難現場からのセ

ミナーを聞いてきました。是非一度は、山好きな方は参加してもいいかなと…皆さん大好きな入場無料。

ホワイエではメーカー展示もあり、私は携帯トイレ（450 円で販売している品物）を頂戴してきました。これ

からは考えないといけない課題ですね…                                ／てら 

 

１１月２４日（月）  飯縄山登山（例会山行） 
 


